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泉南市教育委員会令和２年第 11 回定例会会議録 
 
 
（１）日時・場所 
    令和２年 11 月 17 日（火） 
    午後３時 00 分 開会   午後５時 01 分 閉会 
    泉南市役所 大会議室において 

 
（２）教育委員会出席者 
    古川 聖登   教育長 
    片木 哲男   教育委員会委員（教育長職務代理者） 
    薮内 進    教育委員会委員 
    栁澤 泰志   教育委員会委員 
    太田 淳子   教育委員会委員 
 
（３）事務局出席者の職氏名 
    岡田 直樹   教育部長 
    阪上 浩之   教育部参与 
    桐岡 秀明   教育総務課長 
    高山 智史   生涯学習課長 
    石橋 広和   教育部参事（人権・ＷＭＧ担当） 
    山口 雅美   教育部参事（青少年センター館長） 
    西村 信子   文化振興課長 
    岩崎 誠    指導課長 
    北口 隆    教育部参事（教職員人事担当） 
    奥田 好幸   人権国際教育課長 
 
（４）休憩・遅刻等について 
     
 
（５）会議録署名者の氏名 
    古川 聖登 
    片木 哲男 
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泉南市教育委員会 令和２年第 11 回定例会 議事日程 
令和２年 11 月 17 日（火）午後３時 00 分 開会 

泉南市役所 大会議室 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

日程第３ 

 

 

 

日程第４ 

 

日程第５ 

 

日程第６ 

 

日程第７ 

 

日程第８ 

 

日程第９ 

 

日程第 10 

 

 

 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

 

 

議案第１号 

 

議案第２号 

 

議案第３号 

 

議案第４号 

 

議案第５号 

 

議案第６号 

 

開   会 

 

会議録署名者の指名 

 

教育長報告 

 

事務局報告 

（１）泉南市立学校情報セキュリティポリシーの制定につ

いて 

（２）泉南市学習用タブレット等貸与要綱の制定について 

泉南市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

令和元年度泉南市教育委員会点検・評価報告書について 

 

令和３年度泉南市立小・中学校教職員人事基本方針につい

て 

泉南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 

令和２年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第７号）（教

育委員会所管分）について 

泉南市立小中学校再編計画＜複数原案＞について 

 

その他 

・学校給食アンケート結果について 

・ワールドマスターズゲームズ 2021 関西の開催延期の経

緯と今後の開催方針について 

・なみはやグラウンドの管理運営について 

・青少年センター愛称及びマーク募集・選定の実施につい

て 
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午後３時00分開会 
○古川教育長 ただいまから、泉南市教育委員

会令和２年第11回定例会を開催いたします。 
 出席者が過半数であり、定足数に達しており

ますので、会議は適法に成立いたしました。 
 これより、日程に入ります。 
 日程第１、会議録署名者の指名を行います。 
 本日の会議録署名者は、教育委員会会議規則

第 12 条により、教育長のほかに教育長におい

て片木委員を指名いたします。 

 次に、日程第２、報告第１号、教育長報告を

議題といたします。 

 

 今年も残すところあと一月余りとなりまし

た。先日、信達小学校の前を通っておりました

ら、窓に大きく「笑顔でコロナに倍返しだ！」

と書いてありました。学校や子どもたちのたく

ましさを感じた次第でございます。現在のとこ

ろ、泉南市の子どもや教職員に感染者は出てい

ませんが、世界や日本で再び増加傾向にありま

す。先日さらなる注意喚起を行うよう学校園に

通知したところでございます。 

 さて、本日もお配りしております「教育長だ

より21」にも書かせていただきましたが、人類

は、14世紀のペストの大流行を乗り越え、その

先に「イタリアルネサンス」の花が開きました。

平和学者のクレメンツ博士という方がいらっ

しゃいますけれども、その方がこのように述べ

ております。「このたびのパンデミックは、今

世紀の人類的課題、例えば不平等ですとか、恐

怖、汚染、自然との不調和とか、そういったこ

とを指すと思われますけれども、それを解決し、

世界が協力して新たなビジョンを築くための

チャンスである」と、そのようなことを述べて

おられていたようです。泉南市もこの困難を乗

り越え、ＪＥＴ青年やＧＩＧＡスクール構想の

タブレット端末の整備によりまして、「泉南市

教育ルネサンス」ができると信じております。 

 最近の泉南市のホームページをごらんにな

ったでしょうか。泉南市教育委員会各課の話題

が市のフェイスブックやツイッターに、次々と、

生き生きとつづられております。また、これら

の話題にアクセスしやすいように、「教育委員

会ポータルサイト」をつくりまして、トップペ

ージからすぐにごらんいただけるように工夫

をいたしました。これからは、子どもたちも多

くアクセスすると思います。教育委員会も新し

い時代に対応してチャレンジしてまいりたい

と考えております。 

 本日は、引き続き小中学校再編に係る複数原

案を御審議いただくこととなっております。そ

の他審議事項もございますので、盛りだくさん

でございますが、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 ただいまの教育長報告に対し、御質問・御意

見等はございませんでしょうか。 
 ないようですので、本報告を終了いたします。 
 次に日程第３、報告第２号、事務局報告を議

題といたします。岡田教育部長から、泉南市立

学校情報セキュリティポリシーの制定につい

て報告があります。 
 岡田教育部長。 
 
○岡田教育部長 失礼いたします。資料は、泉

南市学校情報セキュリティポリシー案、それか

ら泉南市学校情報セキュリティポリシー実施

手順書、参考例案としてG Suite for Education

の利用についてという資料がございます。 
 この情報セキュリティポリシーというのは、

ＩＣＴの進展に伴って行政等で情報資産を安

全に運用するためにつくらねばならないとい

うことで、市では平成17年か 18年ごろから作

成しておりましたが、学校現場におきましては、

府籍の先生方が多いこと、組織的にコンピュー

ターを導入していなかったことから、泉南市の

セキュリティポリシーの対象ではありません

でした。 
 ただ、先ほど教育長からもお話がありました

とおりＧＩＧＡスクール構想の進展により、１

人１台のタブレット端末を整備することにな
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り、また、新型コロナウイルス対策として、先

生方にようやくノートパソコンを１校当たり

10台程度ですけれども配備できました。それか

ら文部科学省もクラウドサービスをどんどん

活用しなさいという方向になってきたという

ことで必要に伴い、今回セキュリティポリシー

を策定させていただいたものでございます。 
 まず泉南市学校情報セキュリティポリシー

案をごらんください。ページを開いていただき

ますと、左側が目次、右側が「はじめに」とな

っております。 
「はじめに」をごらんください。三角の図は、

セキュリティポリシーの構成を表したイメー

ジ図です。大きなピラミッド型の一番上が基本

方針、この基本方針に基づいて対策基準という

やや詳しいお話が入ってまいります。この２つ

の部分がセキュリティポリシーでございます。 
一番下に実施手順ということで、実施手順書

の冊子となり、具体的なことを書いております。

左側のページの目次をごらんいただきますと、

第１章に情報セキュリティ基本方針、第２章が

情報セキュリティ対策基準となっております。

巻末には市の個人情報保護条例をつけており

ます。 
 ４ページと５ページをごらんください。第１

章、情報セキュリティ基本方針、１番、目的で

ございます。泉南市立小学校、中学校及び幼稚

園、以下学校の児童・生徒を初め、その保護者、

校長、教職員等、学校に関わる全ての者の財

産・プライバシー等を保護し、学校の安定的な

運営を図ることを目的とし、泉南市学校情報セ

キュリティポリシーを策定するとなっており

ます。 
 ３番の定義では、ネットワークや情報システ

ムに加えて一つの課題だったクラウドサービ

スも定義しております。 
 ４番の（１）対象範囲について、組織の範囲

は、学校の内部の全ての組織及びクラウドサー

ビスを利用・管理する教育委員会となっており

ます。そのほか委託事業者等が含まれます。 

 （２）人的範囲は、その学校の情報資産に関

わる業務に携わる全ての職員です。非常勤職員

や、外部の受託事業者を含みます。ここで御注

意いただきたいのが、児童・生徒は含まないと

いう点です。５ページの５番、本ポリシー及び

関連法令との順守ということで、（１）職員と

の責務、（２）外部事業者への対応、（３）児童・

生徒への対応がございます。ここで学校は児

童・生徒に対しても情報モラル教育の観点から

セキュリティ、情報セキュリティの重要性を認

知させるなど指導監督してくださいとしてお

ります。 
 以降の内容としましては、市の情報セキュリ

ティポリシーと他市の学校情報セキュリティ

ポリシーを参考にして作成しております。クラ

ウドサービスについては文部科学省が昨年新

たに示した学校におけるクラウドサービス利

用のポイントを盛り込んだ内容になっており

ます。 
次に、具体的に対応内容を書いておりますハ

ンドブックの実施手順書をごらんください。 
 表紙に目次がありまして、先ほどのセキュリ

ティポリシー本体の中身を抜粋しながら具体

的に分かりやすい形で、イラストを盛り込みな

がら作成しました。職員はこちらを日頃から持

って御対応いただくというイメージになりま

す。 
 ２ページ目には、セキュリティ事故を未然に

防ぐためセキュリティに関するルールを知っ

て適切に運用しましょうとか、３ページには責

任体制として教育長、教育部長、参与、教育部

の課長、学校長からなる責任体制を明示してお

ります。 
 ４ページにはその組織、５ページでは、情報

の重要度を分けています。市のセキュリティポ

リシーでは大きく２段階ですが、学校の場合は

重要度に応じてＡ、Ｂ、Ｃと分けております。

Ａは個人情報及びセキュリティ侵害が、児童・

生徒及びその保護者等の生命、財産、プライバ

シー等へ重大な影響を及ぼす情報としており
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ます。Ｂはセキュリティ侵害が学校における事

務執行に重大な支障を及ぼす情報です。Ｃはセ

キュリティ侵害が事務執行に軽微な支障を及

ぼす情報です。このように、非常にざっくりし

た区分ですが、今回クラウド対応するためにそ

の下に具体例をそれぞれ挙げております。 
 原則クラウドを使うべきでない厳秘の個人

情報や機密性の高い重要な情報を、重要度Ａに

しております。ここには、児童・生徒の成績評

価に関する情報が含まれております。ただ、重

要度Ｂの中に、クラウドサービスを活用して日

常的に授業で使用することから、Ａに当たらな

い個人情報はクラウドで使えるようにしてお

ります。児童・生徒の出席簿、学校で事務処理

される情報、それから食物等アレルギーに関す

る情報については生命・財産に影響を及ぼしか

ねません。しかし、注釈３に記載していますが、

給食センターと学校など施設を越えた情報共

有が必要であることから、これもクラウドで扱

えるというように定義しております。 
 それから重要度Ｂの中では、意思決定前の本

来秘密である事務情報、あるいは法的に漏れて

はいけないという入札執行に係る資料なども

Ｂに該当します。配付物や日常的に配るプリン

ト、通常の事務等は重要度Ｃに該当します。例

えばお子様のテストの解答は成績評価に関す

る情報をつくるためのものということでＡで

はなくＢになり、それをまとめていった暁には

重要度Ａになります。例えばテレワークで、テ

ストを自宅で採点していただく場合、重要度Ｂ

の情報になるので対応可能というような区分

になっております。それ以降はそれぞれ情報セ

キュリティ対策とか情報の管理、ＵＳＢの取扱

い、クラウドサービスの利用等、順次書いてお

ります。 
 今回、こういったセキュリティポリシーを策

定しまして、今後必要に応じて適宜修正しなが

ら運用していくというところでございます。 
タブレット端末について、教員用の百数十台

が既に納品され、昨日も管理者研修を行いまし

た。小学校６年生と中学校３年生のお子様向け

の端末も順次納品が始まってまいります。予定

している 12 月１日には何とか間に合うだろう

と考えております。 
 最後に、参考例案とした G Suite for 

Education の利用についてという資料をごらん

ください。G Suite を運営元Google社の決まり

によりまして、12歳未満のお子さんが使う場合

に保護者に必ずこういった同意書を取ってく

ださいとなっております。もちろん無料で使う

ことが前提ですが、これを取っておかないと

Google 社の規則違反という形になってしまい

ますので、取らないといけないというふうに認

識しております。ついては、教育委員会、教育

長名と各学校長名で、G Suite for Education

の利用については導入を決定しておりますの

で、このアカウントを利用いただくに際しては

同意書を取らせてくださいという通知を発出

します。 

 ２ページ以降については、原則 Google 社が

出しております情報になります。サービスを利

用するに当たって、お渡しせざるを得ない名前、

メールアドレス、パスワード、そういう情報を

Google社に提供します、利用していく中でプロ

フィール写真などの個人情報も子どもさんか

ら集めることがありますということや、端末の

情報でどういう機械を使っているとか、記録を

取っていますよとか、あるいはＧＰＳで位置情

報も取りますよとか、そういったことが明示さ

れております。これも今後学校を通じて保護者

の皆様にごらんいただきます。教育委員の皆様

のお耳にも入るかもしれませんので、併せて報

告させていただきます。 

 セキュリティポリシー等に関する御報告は

以上でございます。 

 
○古川教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 ないようですので、次に泉南市学習用タブレ

ット等貸与要綱の制定について、岩崎指導課長
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から報告があります。 
 岩崎指導課長。 
 
○岩崎指導課長 失礼いたします。私から泉南

市学習用タブレット等貸与要綱についての御

報告をさせていただきます。資料は１ページか

ら12ページまでございます。 
 5,000 台ほどのタブレットを子どもたちに貸

与していくということでこの要綱を作成しま

した。泉南市に、財産の交換、譲与、無償貸付

等に関する条例がございます。それに基づいて

ＩＣＴを利活用した教育を進めるということ

で、第２条以降にこのタブレットの貸出しに関

することを載せております。 
 １ページの下をごらんください。 
 第８条、貸出しの申請です。貸出備品の貸出

しを受けようとする者、いわゆる子どもたちで

す。保護者、これは申請者です。４ページに様

式第１号、泉南市学習用タブレット等借用申請

書及び承諾書がありますが、タブレットを借り

ますという申請書を保護者に記入いただいて、

学校に提出していただきます。 
 ５ページには貸与条件ですが、この保護者に

向けて出す様式１号の裏面に貸与条件も載せ

ております。この様式第１号を受け付けてから、

貸出しの決定を行います。 
 ２ページをごらんください。第９条第２項で、

教育委員会は、前項により貸出しを決定したと

きは、様式第２号、泉南市学習用タブレット等

貸出決定通知書により、申請者に通知するとし

ております。６ページ、７ページに様式第２号

を載せております。このタブレットの申請を保

護者から受け、そして教育委員会から保護者に

対し、決定通知を出すという手続を取らせてい

ただこうと考えております。それから第 10 条

で、貸出備品の貸出しを受けた者、いわゆる「利

用者」である子どもたちの保護者は、タブレッ

ト端末を受領した場合は、８ページにございま

す、様式第３号、備品受領書を提出いただき、

タブレットを受領したという報告をしていた

だきます。 
 様式第４号の泉南市学習用タブレット等貸

出備品変更通知書は、タブレットが何かの都合

で貸し出す機材が変わる場合に通知します。 
様式第５号の泉南市学習用タブレット等貸

出備品亡失・損傷届は、タブレットをなくした、

または損傷したということが起こったら、届出

をしていただきます。 
 様式第６号の泉南市学習用タブレット等貸

出決定取消通知書は、要綱の第 12 条にござい

ます貸出備品の取扱いで、利用者がしてはなら

ない行為を定めています。本来こういうことが

ないように指導を学校に指導していただく予

定ですが、こういった行為が行われた場合、引

き続き貸し出すことができないというような

ことで、保護者に取消しを通知するという形の

ものを用意しております。これを基にしっかり

学校を通じて保護者様、子どもたちに周知をさ

せていただき、タブレット学習で使っていただ

けるような形を整えてまいりたいというふう

に考えております。 
 私からの報告は以上でございます。 
 
○古川教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 薮内委員。 
 
○薮内委員 ９年間使用し終わった後、返した

ことを証明する、返還証明書のようなものはな

いのですか。 
 
○古川教育長 岩崎指導課長。 
 
○岩崎指導課長 ありがとうございます。返還

証明書につきましては、貸出期限が小学校にお

いては６年生の卒業時、中学校においては３年

生の卒業時を考えております。卒業と同時に返

還いただくので、証明書は出さない形で考えて

おりました。 
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○薮内委員 それでは、返していないのに、返

したと最後に言う人もいるかもしれないと思

います。だから最後はきちんと返還したという

証拠も書類として残しておかないといけない

と私は思います。借りたものは返したというこ

とをきちんとしておかないと、後々トラブルな

りかねません。要綱をつくるのであれば、最後

に返還してもらうまできちんと定めるべきだ

と思います。 
 
○古川教育長 岡田教育部長。 
 
○岡田教育部長 ありがとうございます。委員

の御指摘を受け止めまして、今のところ第 17

条にそういった規定はございませんけれども、

返却した際の証明を、付け加えさせていただく

方向で考えさせていただきます。御指摘ありが

とうございます。 
すみません、今お手元に導入されるタブレッ

ト端末を持ってきましたのでごらんください。 
 
○古川教育長 岩崎指導課長。 
 
○岩崎指導課長 これは子どもたちではなく、

先生に使用していただく学校の予備機です。最

初の画面に出てきましたアイコンが、子どもた

ちが使用できるアプリとなっておりまして、特

に右下にセルフサービスというアイコンがあ

りますが、それを押していただきますといろい

ろなアイコンがまた出てまいります。例えば左

上にビデオカメラのようなマーク、Clips は、

例えば子どもたちが、本読みをしている自分の

映像を撮ることができます。Gmail は、子ども

たち一人一人にＩＤを付与して、メールをする

ことが可能になります。こういった Google の

必要なアプリが入っております。 

 それから、スプレッドシート、ドキュメント

があります。通称スプレッドシートは、マイク

ロソフトでいうところの Excel 表計算ソフト、

ドキュメントは、Word というものになります。 

 あと授業で子どもたちがその都度学習の時

間に使っていただけるようなアプリがござい

ます。特にインターネットに関しましては、か

なり制限が厳しいです。危険なサイトに誘導さ

れないようにガードをしております。これは

個々の端末ではなく、一括で設定しており、親

機からそういったコントロールをできる仕組

みになっております。これから学習に用いてま

いりたいと考えております。 
 
○古川教育長 それでは、タブレット等貸与要

綱の制定について、ほかに御意見ございますか。 
 ないようでしたら、ほかに事務局報告はござ

いますか。 
 ないようですので、以上で本報告を終了いた

します。 
 次に、日程第４、議案第１号、泉南市公民館

運営審議会委員の委嘱についてを議題といた

します。本議案の説明を西村文化振興課長から

お願いします。 
 西村文化振興課長。 
 
○西村文化振興課長 議案第１号、泉南市公民

館運営審議会委員の委嘱について御説明させ

ていただきます。 
 公民館では、公民館運営審議会委員として現

在 11 名を委嘱しております。今回の提案は、

泉南市立公民館条例第４条の規定の学識経験

者の基準で委嘱しております、泉南市議会厚生

文教常任委員会委員長に異動があったことに

よるものでございます。前委員長の田畑仁氏が

退任し、新委員長として河部優氏が就任されま

した。審議会委員の就任期間としましては、前

委員の在任期間の令和３年10月31日となりま

す。河部優氏を公民館運営審議会委員として適

任者と認め委嘱したいので御提案いたします。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 
 以上です。 
 
○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質
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問・御意見等はございませんか。 
 よろしいですか。 
 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第１号を採決いたします。 
 お諮りいたします。 
 本議案を承認することに御異議ございませ

んか。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって、議案第１号は承認することに決定い

たしました。 
 次に、日程第５、議案第２号、令和元年度泉

南市教育委員会点検・評価報告書についてを議

題といたします。本議案の説明を桐岡教育総務

課長からお願いします。 
 桐岡教育総務課長。 
 
○桐岡教育総務課長 それでは、議案第２号、

令和元年度泉南市教育委員会点検・評価報告書

について提案させていただきます。 
 まず提案理由といたしまして、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第 26 条第１項の

規定により、教育委員会の権限に属する事務に

ついて、令和元年度の管理及び執行の状況につ

いて３回の評価委員会を開催いたしまして点

検と評価を行い、その結果に関する報告書を作

成し、議会に提出する必要があるため、このた

び提案するものでございます。 
 作成した報告書については次のページをご

らんください。こちらに点検・評価報告書の案

をつけております。まず、簡単に全体の構成を

説明します。 
 １ページに、「Ⅰ．はじめに」と教育委員会

の説明を書いております。 
 ２ページに、「Ⅱ．教育委員会の事務の管理

及び執行の状況の点検・評価の実施方針」につ

いてまとめておりまして、「１．趣旨」と「２．

実施方針」に分かれております。 
 まず、趣旨といたしましては、先ほど説明い

たしましたとおり、法律の規定に基づき、事務

の管理及び執行の状況について点検・評価を行

って、その報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表することにより、効果的な

教育行政の推進と住民への説明責任を果たす

ものです。 
 実施方針としましては、１つ目、点検・評価

につきましては、令和元年度に実施した所管事

務及び事業の具体的施策の中から重点項目と

して抽出した事業を対象としております。 
 ２つ目、点検・評価を行うに当たっては、泉

南市教育委員会評価委員会を設置しておりま

す。 
 ３つ目、評価委員の方は学識経験を有する者

のうちから、教育委員会が委嘱して、それが終

了したときには、解任されるものとしておりま

す。 
 ４つ目、点検・評価を行った後、その結果を

取りまとめた報告書を泉南市議会に提出し、そ

の後公表することとしております。 
３ページには、泉南市教育委員会が所管する

事務の体系を載せておりまして、これは平成28

年７月に策定しております泉南市教育振興基

本計画の体系図になっております。この体系に

基づいて、事務を執行しておりまして、重要項

目として21の事業を評価対象としております。 
 ４ページ、５ページには、21の具体的施策を

載せております。令和元年度、点検・評価の重

点項目としてそこには体系の基本方針に沿っ

て、今回点検・評価の対象といたしました 21

の具体的施策と担当課を掲載しております。 
 ６ページから９ページにつきましては、「Ⅲ．

教育委員会会議の開催状況」といたしまして、

令和元年度の教育委員会の審議案件、報告事項

等を列挙しております。 
 10ページから12ページにつきましては、「Ⅳ．

教育委員会会議以外の活動状況」といたしまし

て、大きく（１）から（３）まで分けておりま

して、（１）が泉南市総合教育会議、（２）が各

種研修会等への出席等、（３）が各種行事等へ

の出席等をまとめております。 
 13 ページからは、評価調書になっておりまし



- 9 - 

て、まず14ページから17ページまで評価委員

会による点検評価についてという総評になっ

ております。 
 18 ページ以降については、各事業の評価の個

票となっておりまして、そこには具体的施策の

名称、取組の効果、今後の課題、それから泉南

市教育委員会評価委員会の主な意見、教育委員

会の考え方というものをそれぞれ記載されて

おります。 
 最後、64、65ページをごらんください。 
 こちらは今回設置した評価委員会の根拠と

なります評価委員会規則、最後のページには令

和元年度事業の点検・評価をしていただきまし

た教育委員会評価委員の方の名簿をつけてお

ります。 
 それでは、今回の評価につきまして簡単に説

明させていただきますので 14 ページにお戻り

ください。 
 14 ページは、評価委員会による点検評価につ

いてです。これは評価委員会からの総評となる

ものでございます。 
 まず、教育委員会につきましては、効率的な

教育行政の推進に資するとともに、住民への説

明責任を果たすため、毎年、その権限に属する

事務の管理及び執行状況について、点検・評価

を行うこととなっております。泉南市につきま

しては、先ほど説明しましたとおり教育委員会

評価委員会が設置され、外部委員の第三者の立

場で意見を述べることとなりました。具体的に

は、教育委員会は、まず前年度に実施した事業

及び施策の中から、重点項目として抽出して事

業及び施策について評価調書を作成し、次に評

価委員会はそれを基に内容や実施状況につい

て説明を受け、そして質疑応答を通じて理解を

深める中で意見を述べて、評価委員会の主な意

見として調書に記述しております。 
 以上の調書作成過程を経た上で基本方針の

１から６までの順で事業及び施策を点検・評価

した結果についての意見、総評をまとめており

ます。 

 基本方針の１番、就学前保育教育の充実、こ

ちらは評価調書の１と２に該当する２事業に

該当するものでございます。 
 まず、園内研修や新任研修等を数多く実施し

て、教職員の保育力、指導力の向上に努められ

て、教育水準が確保されていることは評価でき

る。また、就学前施設と小学校や中学校との交

流・連携の中で様々な形で連携が行われており

まして、特に、支援が必要な子どもにおいても、

きめ細やかな対応もされていると評価できる

とされております。 
 ２つ目、幼稚園施設の維持修繕を行うことに

よって保育教育環境を維持されていると評価

します。ただし、今後も良好な教育環境を確保

するために予算確保をしっかり行い施設の保

全に努めていただきたい。 
 ２番、小中学校の教育力の充実、これは評価

調書の３、４、５、６、７、８の６事業につい

てでございます。 
 まず１つ目、小中一貫教育実務担当者会議の

連絡会において各中学校区の中で小中一貫教

育活動計画を作成するなど、取組を進めている

ことは評価できます。その取組の中で小中学校

の先生方が協同して、さらに教育研究を進めて

いくことを期待します。 
 ページ変わって２つ目、学力向上に向けて、

各校で組織的な授業改善の取組が進められて

いることは評価できます。現在、子どもたちが

主体的に学ぶ姿勢を持ち、コミュニケーション

を図りながら、対話的に学び、それが深い学び

につながっていくような授業を求められてい

るので、各学校現場や学生生活のサポートをお

願いしたい。 
 ３つ目、生徒指導において「いじめアンケー

ト」による早期発見と早期対応の体制づくりが

いじめ解消につながっていることは評価しま

す。今後はそれに加えて、学校外で見られる、

不適切な行動についても、関係諸機関と協議し

ながら、青少年の健全な育成に向けた対応を期

待します。 
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 ４つ目、学校給食につきましては、安全安心

な給食が提供されておりまして、食に関する指

導の向上に努められていると評価します。昨年

度末のようなコロナウイルス感染症による突

発的な臨時休校のときには、余剰食材等を無駄

にしないよう柔軟な対応をお願いしたい。 
 ５つ目、スポーツ推進事業委員事業において

は、子どもたちにスポーツをするきっかけや、

機会の提供を進めていることは評価できます。

今後そのような広報活動等を強化して、スポー

ツに触れる子どもたちを増やしていただきた

いとされております。 
 ６つ目、学校司書の配置により、各学校の環

境が整備されつつあり、特色ある学校図書館づ

くりが進められていることは評価できます。今

後につきましても、学校司書の増員及び蔵書が

充実されるよう予算確保に努めていただきた

い。 
 ３番、明るく安心できる学習環境の整備、充

実、これは評価調書の９、10、11の３事業にな

ります。 
 １つ目、学力向上、生徒指導等、幅広い領域

で研修を実施され教職員の資質向上に努めら

れていることは評価できます。先輩教職員や他

校教員の授業見学や研修を一緒に受講するな

どして学ぶことは教育力の向上につながるた

め、さらに充実してください。 
 ２つ目、「子どもの声制度」につきましては、

周りの人に相談できない子どもの相談場所が

広がる意義のある取組である。全ての子供たち

に趣旨が伝わるような工夫に努めていただき

たい。また、本来であれば、この制度を利用せ

ずとも子どもたちが学校の先生方に悩みを伝

え、相談できることが大切であり、その学校生

活の中で相談や対話ができる体制づくりをさ

らにお願いしたい。 
 ３つ目、人権教育においては、各学校園の人

権保育教育推進計画の中で三側面の力を意識

して、着実に取組を進めていることは評価でき

ます。一方、調整区解消については、非常に難

しい問題であるため、今後も粘り強く進めてい

ただきたい。 
 ページ変わりまして 16 ページ、基本方針の

４番、安全、安心な教育環境の整備についてで

す。これは評価調書の 12、13 の２事業になり

ます。 
 １つ目、ブロック塀の改修や空調設備の設置

等、教育環境の整備が推進されていることは評

価します。ただし、老朽化が顕著な施設が多く、

予算確保とともに、施設保全に努めていただき

たい。 
 ２つ目、通学路の安全対策のため、泉南市通

学路安全対策推進協議会を開催し、相互の情報

共有や危険箇所の点検等を実施し改善を図っ

ていることは評価します。ただし、通学路の見

守り活動していただいている方々の高齢化が

進み、人数も少なくなってきているので、新た

な取組も模索していただきたい。 
 基本方針の５番、生涯学習の推進、評価調書

の 14、15、16、17、18、19 の６事業でござい

ます。 
 １つ目、青少年センターにおいて、元気広場

など数多く取組をされており、安全で安心な子

どもの居場所を提供できていると評価します。

また、子どもたち自身が考え、企画、運営する

取組は、生活面や行動面につながる取組であり、

子どものエンパワーメントを引き出す取組と

して高く評価します。 
 ２つ目、文化遺産の活用において、歴史・文

化に触れる機会を提供し、歴史・文化を理解、

認識する契機を提供していることは評価しま

す。また、市民協働や地学連携により、文化財

活用の担い手を育成する工夫も評価できます。

泉南市の文化遺産の周知や活用を、埋蔵文化財

センターを中心に行っていただきたい。 
 ３つ目、生涯スポーツの普及振興のため、

様々な取組をされていることは評価します。少

子高齢化によりその参加人数が年々厳しくな

っていると思うが、参加が少ない世代を巻き込

むような工夫をお願いしたい。 
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 ４つ目、公民館につきましては、地域住民に

とって最も身近な文化芸術活動や生涯学習の

大切な場であり、公民館活動がさらに充実する

ことを期待します。社会人や御高齢の方の利用

も多いと思うが、子どもたちが参加できるよう

なイベントや催し物を計画し、もっと子どもた

ちにも活用してもらう工夫をお願いしたい。 
 ５つ目、図書館が地域の情報拠点だけでなく

憩いの場等になっていることがうかがえ、評価

できます。今後とも市民や子どもたちが本に触

れる機会、読書に親しむ機会が増えるように努

めていただきたい。 
 ６つ目、留守家庭児童会につきましては、職

員の資質の向上に努めていること、また職員の

勤務体制を工夫することで、開所時間を延長し、

利便性を向上させていることは評価します。 
 17 ページをごらんください。基本方針の６番、

市を挙げての教育施策の推進体制の確立、評価

調書の20、21の２事業でございます。 

 その１つ目、せんなん子ども会議は、子ども

の権利条例の周知啓発、子どもの意見表明の場、

まちづくりへの参加等の重要な役割を担って

おり、年々上昇する認知度も踏まえ、高く評価

できます。会議に参加していた子どもたちが大

学生になり、スタッフとして戻ってこられたこ

とは、非常によい傾向だと思います。これが長

く続き、スタッフが充実し、子どもたちのエン

パワーメントを引き出す取組を期待します。 
 ２つ目、就学援助の制度につきましては、小

学生の入学準備金が入学前の３月に支給され

るようになったことは、保護者や子どもにとっ

ては大変意義があります。御家庭の経済状況が

子どもたちの教育に影響することがないよう

に今後も支援をお願いしたいとされておりま

す。 
 最後に、全てを点検し基本方針ごとに評価し

た結果として７番、総評として、教育委員会で

は、教育振興基本計画の基本理念を実現するた

め、６つの基本方針を定め、様々な具体的施策

や事業を展開している。そのうちの重点項目に

ついて今回意見を述べさせていただいたが、教

育委員会の各施策に対する自己点検、効果や課

題の整理、今後の方向性の検証が適切に行われ

ていることは評価できる。 
 教育委員会の各課においては、重点項目以外

の取組についても自己点検を行い、取組の効果

や今後の課題を検証することもお願いしたい。 
 また、来年度の点検・評価では、今回の評価

委員会で報告された課題の解消に向けた取組

の「ねらい・内容・結果」が確認しやすい評価

調書の作成をお願いしたい。 
 教育委員会が所管する施策は、未来の泉南市

担う子どもを育てることに直結するので市民

（保護者）の教育に対する関心や要望、期待な

どが大きい。 
 財政状況が厳しい中で限られた予算を活用

し、事業を精選し、喫緊の教育課題に取り組む

など一般的によく努力されているが、さらなる

創意工夫をすることによって教育環境の整備

を積極的に推進されることを願っている。 
 次年度以降も今年度の効果の高い事業や取

組を継承するとともに、やり残した課題を改善

し、新たな視点で施策を立案して泉南市の教育

行政が充実・発展していくことを期待するとさ

れております。 
 以上、令和元年度、市教育委員会が実施した

具体的施策事業について第三者の観点から点

検・評価していただいた結果報告とさせていた

だきます。 
 なお、本会議で御承認いただきました後につ

きましては、議会での説明をもって提出に代え

る予定でございますので、甚だ簡単ではござい

ますが、御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 
 
○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 よろしいでしょうか。 
 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第２号を採決いたします。 
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 お諮りいたします。 
 本議案を承認することに御異議ございませ

んか。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって、議案第２号は承認することに決定い

たしました。 
 次に、日程第６、議案第３号、令和３年度泉

南市公立小・中学校教職員人事基本方針につい

てを議題といたします。本議案の説明を北口教

育部参事からお願いします。 
 北口教育部参事。 
 
○北口教育部参事 それでは、令和３年度泉南

市公立小・中学校教職員人事基本方針について

御説明します。 
 提案理由といたしましては、泉南市教育委員

会の事務委任等に関する規則（平成 15 年泉南

市教育委員会規則第 21 号）第２条第１項第９

号の規定により、本方針を改正する必要がある

ため、提案するものであります。 
 ２ページ、３ページをごらんください。 
 ２ページにありますように、「大阪府公立学

校教職員人事基本方針」並びに「令和３年度公

立小学校、中学校及び義務教育学校教職員人事

取扱要領」にのっとり、改正いたしております。 
 大きな改正点といたしましては、年度の改正

ということだけにはなっております。これに基

づきまして、１番、教職員の人事、２番、校長

及び教頭の人事、３番、女性教職員の人事につ

いて、年度末に向け人事異動を図っていきたい

と思います。 
 なお、先ほど桐岡教育総務課長からお話があ

ったように、本市では小中一貫教育を推進して

いこうと思っております。この人事に関しまし

ても、その観点から小中の教職員の人事異動も

考えております。 
 なお、今後の予定にはなっておりますけれど

も、新規採用教職員の配当につきましては、令

和３年１月中旬に小学校の教職員と養護教諭

の教員、２月上旬には中学校の教員と事務職員

の配当がございまして、それを基にして年度末

に向け教職員人事を進めてまいります。 
 このことについて、御審議のほどよろしくお

願いします。 
 
○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第３号を採決いたします。 
 お諮りいたします。本議案を承認することに

御異議ございませんか。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって、議案第３号は承認することに決定い

たしました。 
 次に、日程第７、議案第４号、泉南市放課後

児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。本議案の説明を高山生

涯学習課長からお願いします。 
 高山生涯学習課長。 
 
○高山生涯学習課長 それでは私から御説明

させていただきます。留守家庭児童会には、放

課後児童支援員という者を置かなければなら

ないことになっておりまして、５ページをごら

んください。 
 ５ページの上の第34条の８の２のところで、

放課後児童健全育成事業の設備及び運営につ

いて、条例で基準を定めなければならない、２

で、市町村が前項の条例を定めるに当たっては、

放課後児童健全育成事業に従事する者及びそ

の員数については厚生労働省令で定める基準

に従い定めるものとし、となっておりまして、

今回のその基準が変更されました。 
 放課後児童支援員というのは、６ページの、

第10条第３項第１号から第10号までに該当す

る者が研修を受けて、初めて放課後児童支援員

の資格取得できます。次に４ページを見ていた

だきまして、改正前については都道府県知事ま

たは地方自治法の指定都市の長が行う研修を
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修了したものとなっておるところを今回、都道

府県知事または地方自治法の指定都市もしく

は中核市の長が行う研修を修了したものとい

うふうに改正されました。今までは都道府県か

50 万人以上の指定都市が行うこととなってお

った研修が今回 20 万人以上の中核市でも研修

を行いますよと、そこで受けることで支援員が

受けやすくなるという形になったこととなり

ます。 
 以上で、私からの説明を終わらせていただき

ます。御審議のほどよろしくお願いします。 
 
○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第４号を採決いたします。 
 お諮りいたします。本議案を承認することに

御異議ございませんか。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって、議案第４号は承認することに決定い

たしました。 
 次に、日程第８、議案第５号、令和２年度大

阪府泉南市一般会計補正予算（第７号）（教育

委員会所管分）についてを議題といたします。

本議案の説明を桐岡教育総務課長からお願い

します。 
 桐岡教育総務課長。 
 
○桐岡教育総務課長 議案第５号、令和２年度

大阪府泉南市一般会計補正予算（第７号）（教

育委員会所管分）について、御説明させていた

だきます。 
 まず２ページ、こちらに総括として各課の歳

入と歳出の概要を載せております。 
 １．総括について、文化振興課、歳入が 10

万円、歳出が 10 万円。指導課の歳入が 2,352

万円、歳出がマイナス4,351 万 5,000円。合計

が、歳入が 2,362 万円、歳出がマイナス 4,341

万 5,000円となっております。 

 詳しい内容につきましては、次ページ３ペー

ジをごらんください。 
 ２．歳入について、１つ目、文化振興課、寄

附金、教育費寄附金、10万円です。こちらは「国

際ソロプチミスト大阪りんくう」から図書購入

のための寄附金を受けるものでございます。 
 ２つ目、指導課、国庫支出金、教育費国庫補

助金、2,352 万円です。内訳は、公立学校情報

機器整備費補助金として2,269 万 9,000 円、家

庭学習のための通信機器整備支援事業として、

先ほどのタブレットを家庭で使用することが

できるようにするための附属機器の整備に対

する補助になります。それから公立学校入出力

支援装置購入事業、こちらはタブレットを使用

する際に入力支援をするための機器の整備に

対する補助でございます。それから、学校保健

特別対策事業費補助金として、82 万 1,000 円、

これはマスクや消毒液などコロナ対策でこれ

まで購入、または今後購入する物品等に対する

補助を受けるものでございます。 
 続きまして、３．歳出についてです。１つ目、

文化振興課、図書館運営事業として 10 万円で

す。これは先ほどの「ソロプチミスト大阪りん

くう」からの図書購入寄附金の受領に伴う女性

問題に関する図書購入費を計上するものでご

ざいます。 
 ２つ目、指導課、教育推進事業として 62 万

7,000 円です。これは備品購入費として、先ほ

どの入出力支援装置の購入事業としてタブレ

ットを使用する際にその入力を支援するため

の機器の購入経費を計上するものでございま

す。 

 ３つ目、指導課、就学援助事業として、マイ

ナス228万円です。これは、給食費の無償化に

より、扶助費、要保護及び準要保護児童生徒援

助費、学校給食費の臨時休業 1 か月分の減額、

それを計上するものでございます。 

 ４つ目、指導課、小学校情報機器整備事業と

して2,609 万 6,000円です。内訳は、先ほど説

明したタブレットを購入の際に入札の結果と

して役務費（通信サービス料）がマイナス2,570
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万円です。委託料（システム構築委託料）がマ

イナス440万円。備品購入費が400万4,000円。

これを合計してマイナス2,609万 6,000円を減

額するものでございます。 

 ５つ目、指導課、就学援助事業として、マイ

ナス130万円です。こちらも小学校費と同じよ

うに給食費の無償化により、扶助費として要保

護及び準要保護児童生徒援助費、学校給食費の

臨時休業１か月分を減額するものでございま

す。 

 最後に４ページ、６つ目、指導課、中学校情

報機器整備事業として、1,446万6,000円です。

内訳は、タブレット購入に関して入札の結果と

して役務費（通信サービス料）のマイナス1,410

万円。委託料（システム構築委託料）がマイナ

ス210万円。それと備品購入費、これがプラス

173 万 4,000 円。それを総合しまして合計でマ

イナス1,446万 6,000円を減額するものでござ

います。 

 議案第５号につきましての説明は以上でご

ざいます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 よろしいですかね。 
 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第５号を採決いたします。 
 お諮りいたします。本議案を承認することに

御異議ございませんか。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって、議案第５号は承認することに決定い

たしました。 
 次に、日程第９、議案第６号、泉南市立小中

学校再編計画＜複数原案＞についてです。 
 本件については、計画策定に影響を及ぼす可

能性があることから「泉南市教育委員会会議規

則」第８条第１項の規定に基づき、秘密会とし

て議論することを発議します。 
 なお、泉南市総合教育会議において泉南市立

小中学校再編計画が策定された後に、議決によ

り会議録を公表する予定です。 
 議論を公開しない秘密会にするには、「泉南

市教育委員会会議規則」第８条第１項の規定に

より、教育長または委員の発議により、出席委

員の３分の２以上の多数の議決を要し、かつ、

同条第２項により、討論を行わないでその可否

を決しなければならないことと規定されてお

ります。 
 よって、直ちに本件を採決いたします。 
 お諮りいたします。泉南市立小中学校再編計

画＜複数原案＞については、公開しない秘密会

により議論をすることに御異議ございません

か。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって本議案については、秘密会により議論

をすることに決定いたしました。 
 恐れ入りますが、傍聴の方及び「教育委員、

教育委員会事務局職員」以外の方は、退席をお

願いいたします。 
 
 それでは、本議案の説明を事務局からお願い

します。 
 桐岡教育総務課長。 
 
○桐岡教育総務課長 それでは、続きまして、

議案第６号、泉南市立小中学校再編計画＜複数

原案＞について説明いたします。 
 なお、議案第６号の複数原案につきましては

前回説明させていただきましたので、前回との

変更点につきまして説明させていただきます。 
 変更点は２ページ、目次については中身の構

成が変わっておりますので、順序等が変わって

おります。変わったところといいますと８ペー

ジ、前回は「３．再編と新たな学校のイメージ」

と掲載しておりましたが、前述しております、

現状を受けて生じている課題、それを今回この

新たに「３．再編の必要性と多くの課題」とし

てまとめたもので、以前に載っておりました新

たな学校のイメージという部分は、「６．再編
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案と新たな学校のイメージ」として 22 ページ

から24ページに移しております。 
 なお、この課題につきましては１から 17 ま

で掲載しておりますけれども、中身については

変わっておりません。 
 12 ページの５で再編案を載せておりますけ

れども、そこで再編の上から５行目につきまし

て、「１つの案に絞り込んでまいります」の後

に、「（複数案の融合等の可能性もあります。）

併せて、バス通学等について検討を行います」

という一文を追記しております。 
 14 ページ以降のＡ案、Ｂ案、Ｃ案、Ｄ案等は

変わっておりません。 
 「６．再編案と新たな学校のイメージ」につ

きましては、23ページに先に述べたとおり全て

の案の持つメリット・デメリットの後に目指す

イメージとして、新たな学校のイメージを移し

てきまして、24ページに小中一体校の例の１と

２にまとめております。 
 それから25ページから28ページについては

変更ございません。 
 複数原案について変更点は以上になります。

簡単ではございますけれども、御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 
 
○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 また内容につきまして継続審議案件でござ

いますので、御意見をいただければと存じます。 
 片木委員。 
 
○片木委員 東小学校の今後の在り方、方向性

について少し加筆した方がいいのではないか

なという気がいたしました。 
 雄信、樽井、鳴滝、新家、新家東、砂川の６

つの小学校は、全ての案で廃校になります。さ

らにＣ案においては、西信達小学校も追加され

て、７校が廃校になります。地域から学校がな

くなるという面で、これはかなり衝撃的な話に

なると思います。 

 ところが、東小学校につきましては、もう地

域から子どもがいないにもかかわらず地域に

学校が残ります。今後の方向性と相反するよう

な気がいたしますので、公表前に整理しておく

方がいいと思います。なぜ東小学校だけ残るの

かという意見も多分出てくると思います。例え

ば、西信達小中義務教育学校ができた場合、人

数が少ないですから、そこを特認校とする、信

達小中学校が開校したら、東小学校を閉校する

というようなことも、ある程度書いておく方が

いいのではないかなという気がいたしました。 
 
○古川教育長 事務局いかがでしょうか。 
 桐岡教育総務課長。 
 
○桐岡教育総務課長 東小学校については、特

に実線の後の点線という書き方にしているの

で独特な書き方をしているので目立ちますし、

御指摘のとおりどうなるんだろうという意見

が出るかなと思っております。 
 東小学校の表記については、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

案の中の四角囲いの一番下に、「特認校制度を

導入する東小学校については、各期において在

り方を検討します」と書かせていただいており

ます。東小学校のこれからの特認校としての成

果等を見据えた上で判断をしていくんだとい

うふうに認識しておりますので、半永久的に残

るという表記ではないですが、東小学校をどう

するんだと言われたときには、ここの説明を基

本的に重点的にしていく必要があると思いま

す。 
 
○古川教育長 よろしいでしょうか。 
 片木委員。 
 
○片木委員 23 ページの「（２）新たな学校の

イメージ」の白い丸の最後、「地域の人々とと

もに歩む学校」と書いてあります。地域の捉え

方というのは、いろいろ意見があるかと思いま

すが、10校体制の場合、コミュニティと学校は
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非常に密接なつながりがあったかと思います。

Ａ案について、６校が廃校するという中で、地

域の人々とともに歩む学校というのは、学校区

が広過ぎて地域とともに本当に歩めるのかな

と、広過ぎるために人間関係が希薄になってし

まう恐れがあり、この計画と整合するのかなと

いう気がいたしました。 

 
○古川教育長 事務局いかがでしょうか。 
 阪上教育部参与。 
 
○阪上教育部参与 正直私も心配していると

ころです。今現在、積み上げてきた 10 校と地

域との関係というのは、歴史からいうと100年

を超える密接な関係があります。それが新しい

校区になったときに、希薄になってしまいかね

ないというのが一番危惧されるところです。こ

の１行は重たい１行だと考えています。いずれ

の案もかなり時間をかけて再編計画を成し遂

げていくということですから、やはりそのプロ

セスの中で教育委員会だけではなくて、他部局

とともに歩んでいかないといけないと思いま

す。それこそ前回の定例会でもいただいていま

したように、市のまちづくりのわくわくするよ

うな構想と併せ持った中で乗っけていってい

ただくという、そういう策が必要だと感じてお

ります。ただ、物理的な距離というのは解消し

づらいものがあります。それについては学校の

跡地をどう活用していくのか検討していく必

要があるというふうに考えております。 
 
○古川教育長 よろしいでしょうか。 
 ほかにございますでしょうか。 
 片木委員。 
 
○片木委員 跡地の活用についてです。財政再

建ということを市は常に考えているかと思い

ます。跡地を売却してできるだけ債務を減らし

ていくという方向に行きがちです。学校がなく

なった後、売却、住宅地にすると書いてありま

すが、跡地の活用というのはなかなか難しいと

思います。市の公共施設の在り方ということを

考えて、防災の施設など、必要なものでないと、

ここに新たな小学校に代わる地域の核として

の施設をまたつくるということは非常に難し

いと思います。今まで地域が持っていた子ども

中心のつながりに代わるものを提案していか

ないと、それこそそれぞれ持っていた、子ども

を中心としたコミュニティを核とするような

人間関係が壊れていってしまい、地域力がだん

だん衰えてしまう。最終的に地域の衰退につな

がっていきます。跡地の活用について、明るい

材料も、説明時に提示していただいた方が私は

いいかと思います。 
 
○古川教育長 事務局いかがでしょうか。 
 阪上教育部参与。 
 
○阪上教育部参与 跡地利用に関しましては、

今までの定例会で岡田教育部長から申しまし

たとおり、現在庁内検討委員会で、今までにな

い密なレベルで実際の学校の在り方を考えて

いただいております。学校にとっては非常にあ

りがたい状況が整っているというふうに個人

的には捉えています。実際、防災のことである

とか本当にいろんな世代の方がどうつながっ

ていくのかというのは、市全体で考えていく市

民サービスになりますので、今後庁内検討委員

会でもいただいた御意見もお返しをしながら

説明会の折に提供できるような材料を掘り出

していきたいと考えております。 
 
○古川教育長 そのほかにございますでしょ

うか。 
 栁澤委員。 
 
○栁澤委員 いろいろと意見が出ていまして、

私個人の意見でしたら、やはりどうしても生徒

数の減少であるとか、財政、予算があるのでこ

の学校再編は仕方がないと思います。 
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 ただ、可能であれば、今の中学校区の形は残

していただける方が一番ソフトランディング

かなという気がします。この計画案の中にもあ

りましたように、まずは老朽化しているところ

を最初にしなければいけない、再編の必要性と

多くの課題という中に施設の老朽化が１番に

出ています。老朽化が著しい施設を優先的に建

て替えていく必要性がありますと訴えかけら

れているのもあり、そういったところから着手

していただいて、例えば学校再編のため、新築、

大規模改修を行うと、老朽化による不安全は解

消できるということは地域の方に今までも説

明はされていると思います。その中で、これか

らの時代に適応した校舎設計もしていくんだ

ということで、これからの市民、生徒になって

いく子どもたちに配慮した、そういうことをう

まく説明できればいいと思います。また、予算

を使うのであればＷｉ－Ｆｉやこの先もっと

いいものが出てくるのでしょうけれども、そう

いったものに適応した配置や設備を考えてい

るということは前向きな意見として出した方

がいいと思います。 
 ただ、クラスの減少による不具合などを取り

除くためには、再編が必要だということは、真

摯に説明していただかなければいけないと思

います。 
 それと、令和元年度点検・評価報告書の 25

ページ、評価委員会の主な意見で、「現在検討

されている小中一貫校の実態として、丁寧な説

明が必要である。教職員が同じ職員室にいても、

結局、小学校課程と中学校課程の教職員の間に

距離感が生まれてしまう事例がある。」という

意見に対し、教育委員会の考え方ということで、

「９年間を通して子どもたちを育むカリキュ

ラムの編成を計画的に進めていきたい」とおっ

しゃっていただいています。形式的な６年の小

学校課程、３年の中学校課程というのではなく、

９年間トータルでのカリキュラムは、再編計画

を策定するに当たって、泉南市教育委員会が必

ず取り組んでいただかなければいけないと思

います。ここはお願いしたいです。 
ただ、以前に阪上教育部参与から、ＰＴＡ総

会や、その他の保護者の集まる場でも、何度か

小中一貫校については説明をされているとお

聞きしました。この評価委員会を担当された委

員を見ましたら、ＰＴＡの方もこの評価委員会

に入られていますよね。やはり、ＰＴＡの方々

のような一番身近な方々には理解していただ

かないといけないと思います。 
 また、例えばですが、現在の在校生の保護者

に、あした学校がなくなると説明したらすごく

反発はあると思いますが、極端なことを言うと、

自分の子どもが在校している間は関係のない

話じゃないですか。40年後に完成するんだった

ら、私だったら 90 歳を越えてますし、これは

変な言い方になりますけれども、お年を召した

方が反対したとしてもその人がその学校の再

編の行く末を見られるのかと言ったら見られ

ない。もっと言えば今７歳とか８歳で学校に通

っている子が後々泉南市に住んでくれて結婚

して子どもができたときに、その子どもたちが

どういうふうな学校になっているかというこ

とを理解させていかなければいけない。ちゃん

と子どもたちのことを考えていい学校をつく

っていこうという思いだけは、大人として説明

してあげる必要があるのかなと思うんです。 
 それと、やはり学校の再編はまちづくりと表

裏一体だと思います。だから今ある学校がなく

なったとしても、10 年先 20 年先、地域の関わ

り方も変わっている可能性もありますので、も

うそこは何とも言えませんが、一番先につくっ

た学校が、最新の時代に即したようなものであ

るということを成功事例として見せられるこ

とができたら、その先の再編がよりスムーズに

なっていくのではないのかなと思います。私が

この計画を見させていただいて、理解できたこ

とと、思うことを述べさせていただきました。 
 
○古川教育長 ありがとうございました。何か

事務局からございますか。 



- 18 - 

 桐岡教育総務課長。 
 
○桐岡教育総務課長 ありがとうございます。

いただいた意見のうち、これからつくる学校に

ついては、これからの時代にあった校舎の設計

等が必要でしょうということにつきまして、前

向きなイメージ、積極的ないいイメージを説明

会でと、それについてはおっしゃるとおり考え

ております。 
 なお、特に泉南中学校が完成しておりますの

で、新しくなった学校のイメージは想像できや

すいのかなと思っております。それに併せて、

その学校の地域が持っている特色、学校規模等

も含めて、できる範囲のことを設計に盛り込ん

で、説明会の際には、言葉だけではなく、パー

ス図等も使ってイメージを説明できればと考

えておりますのでよろしくお願いいたします。 
 
○古川教育長 よろしいでしょうか。 
 ほかにございますでしょうか。 
 片木委員。 
 
○片木委員 12 ページについてです。「４．優

先すべき事項」がありまして、二重丸が２つあ

ります。１つ目が古い学校施設から着手してい

くと、これは当然ことだと思います。２つ目に

単学級の解消ということが書かれております。 
 今、学校再編の問題が挙がっていますけれど

も、日本全体ということで考えてみれば、まだ

泉南市は大都市の近郊ですよね。日本全体から

見れば、ほかの大多数の小学校はもう単学級し

かない。そういう学校の方が多いかと思います。

学校が複数学級で常にあり続けるというのは

難しいことで、単学級を解消するために統合す

るというのは、もう少し議論が必要です。泉南

市の場合は、まだ学校が近い、２キロメートル

歩けばよその学校に行けるということで、今再

編計画案が出ていますけれども、単学級を解消

するためにこれをやるんだという、教育的な理

由づけの根拠をしっかりしておかないと、単学

級の全てがだめだという評価ではないですし、

非常に密接な人間関係が築けるとか、いい部分

もたくさんあります。なぜ単学級の解消をしな

ければならないのか、これは教育的に必要なん

だということをきちんと説明できるように、複

数学級、単学級のそれぞれの長所、短所を挙げ

ながら、単学級を解消する方がいいんだという

ことを丁寧に説明していただけたらなと思い

ます。 
 
○古川教育長 片木委員、６ページ、７ページ

にある程度書いているかと思いますが、これで

は十分ではないというお考えでしょうか。 
 
○片木委員 これを見て、だから単学級を解消

しなければならないというふうに納得できる

のでしょうか。 
 
○古川教育長 ６ページにはごく簡単に、きめ

細かな教育ができる一方、多様な考え方に触れ

る機会が減り、教育上課題がありますと書いて

います。７ページに、小規模校・大規模校のメ

リット、デメリットを書いていて、本市には大

規模校がないので小規模校のところをごらん

いただくという形で表示していますが、これで

はいかがでしょうか。これでは説明がやっぱり

十分ではないでしょうかね。 
 阪上教育部参与。 
 
○阪上教育部参与 片木委員、ありがとうござ

います。今、教育長がお示ししていただいた６

ページ、７ページに記載していることをベース

に、説明の際には、単学級の何がいけないのか、

デメリットはもうちょっと伝わりやすい言葉

で伝えていかないといけない責任があると考

えています。優先すべき５項目の二重丸の２つ

目ですからきちんと説明してまいりたいと思

います。ありがとうございます。 
 
○古川教育長 栁澤委員。 
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○栁澤委員 やっぱり単学級の学校だけでし

たら、もちろん優秀な先生はいらっしゃいます

けれども、今言われたように単学級の問題、デ

メリットという中でやっぱりこういうふうに

生徒数がクラス数が増えるということは、先生

同士ももちろんコミュニケーションを図りな

がらですけれども、切磋琢磨して、より高いス

ペックで子どもたちに指導していただけるの

ではないのかなと、そういったことも再編の中

でのメリットであり、また優秀な人材が集まる

可能性もあるということも打ち出した方がい

いのではないでしょうか。 
 
○古川教育長 阪上教育部参与。 
 
○阪上教育部参与 ありがとうございます。子

どもだけでなく、栁澤委員がおっしゃっていた

だいたように我々教員にとっても非常に単学

級というのは厳しいものがあります。私自身も

泉南に赴任する前の学校は、１校で1,500人近

い児童数、私が最後に持った６年生は６学級あ

りました。６人の担任と専科教員と入れたら一

つの学年にチーム教員として８人か９人の学

年団で動くんですね。私のことですが、当時大

学を出て講師を２年して、まだ右も左も分から

ない状態の教員が、先輩方にガイドしていただ

き、保護者にも救っていただいたという経験が

あります。それが私の今の原動力になっている

という事実がありますので、先生にとっても、

幾つかの学級があって、そこで教授されるもの、

伝達できるものというのがあるんだというこ

とは伝えていきたいと思います。ありがとうご

ざいます。 
 
○古川教育長 ほかにございますでしょうか。 
 片木委員。 
 
○片木委員 ここで最終的にＡからＤ案まで

提示をされましたが、どこに落ち着くのかとい

うのは、これは私も分かりません。以前、阪上

参与が各学校で小中一貫教育の説明をされま

したよね。保護者の方々から好評で非常にいい

なという評価を得たという説明をいただきま

した。今回それに基づいて小中学校の再編計画

をつくりますが、あのとき聞いた説明に基づい

た案なんだなと思っていただくことができる

のか、教育委員会として各学校を回られて説明

された内容と、このＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ案がうまく

合致するのかどうかということは大事になっ

てくると思います。 
 例えばＤ案では、小中２校体制です。現在の

泉南市が持っている教育課題はいろいろある

かと思いますが、よく言われるのが学力につい

てです。２校体制になった場合、泉南市の教育

課題がうまく解決する方向に持っていけるの

かどうかです。 
 それと、この平成 29 年３月の教育問題審議

会の答申に基づいて今現在進めているわけで

すが、その答申の最初に、泉南市教育振興基本

計画の理念実現を図る再編計画であるという

のが出てきます。泉南市の教育振興計画の理念

実現を図るための計画だと、例えば２校になっ

た場合、その理念がうまく実現を図れるのかな

と、Ａ案とＤ案ではかなり違いがありますし、

Ｄ案を出してしまうのがいいのかどうか迷い

ます。Ａ、Ｂ、Ｃ案でもいいのではないかなと

いう気もいたします。我々は効果を狙って複数

案を出したつもりが、例えばＤ案は財政再建の

ための計画ではないかと、そういうふうな変な

批判をされるのではないか懸念しています。地

域から学校がなくなるところから、本当に火が

ついたように批判され、本来の議論ができずに

終わる可能性があります。あまり極端な案を出

すと、そういうことになりかねませんので、Ｄ

案を出すかどうかについては慎重に考えてい

ただきたいと思います。 
 
○古川教育長 阪上教育部参与。 
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○阪上教育部参与 今日御審議いただいた評

価委員会の３ページに書かせていただいてい

る本市の教育の基本理念として、「つながりを

力にして」というフレーズがあります。現実と

向き合い、様々な困難を乗り越えながら、社会

を構成する一員へ、実はこのフレーズは小中一

貫教育の説明会でも全て一貫して唱えさせて

いただいたフレーズでございます。教育的な観

点でいけば、やっぱり学校が持っているパワー

というのは、生まれたところによる不平等や差

別を乗り越えていく力を有しているものだと、

泉南市ではそういうものを学校の中でつくっ

ていきたいということを小中一貫教育の説明

の中でもしてきました。これはあくまでも学校

再編統合ですから、教育内容のことに直接は触

れておりませんけれども、説明の際には当然先

ほどから栁澤委員も御指摘いただいているよ

うに、教育委員会はこういうことはしっかり考

えてきたんやというのは訴えていかないとい

けないだろうと、それはぶれてはいけないと考

えております。 
 すみません、御審議いただいている中でＤ案

につきましても、事務局の中でも、確かに複数

原案を示すという考え方で論議はしておりま

す。複数示し過ぎることのデメリットもあるの

ではないかなと、Ａ、Ｂ、Ｃの３つの案で説明

はできるであろうとは思うんですけれども、そ

ういう意味において今片木委員から御提案が

あったということで、提案の仕方、いよいよ具

体的に考えていかないといけません。よりスム

ーズにいい方向に話ができるためにはそうい

う選択肢もあると思いますので、御協議いただ

けたらありがたいなと思います。 
 
○古川教育長 岡田教育部長。 
 
○岡田教育部長 御意見ありがとうございま

す。財政面でのメリットのみを考えているので

はないかという御指摘でございますけれども、

前回も申し上げましたところではございます

が、今回副市長も音頭を取っていただいて、相

当学校再編に向けた 40 年間に投じることがで

きる経費を無理に試算していただいています。

Ａ案で４小中学校をつくる案、この場合の試算

ですと、ほかの公共施設の建設についてはほと

んど廃止というイメージです。それぐらい本市

がまちとして維持していくためには、ほかを削

ってでも新しい学校をつくるというイメージ

で出していただいたものがこの案です。当然学

校数が減るに従って、やや余裕が出てくるとい

うイメージです。我々に示された試算というの

は、かなり厳しいものです。ただ財政効果だけ

を考えているのではありませんけれども、そう

いった中で複数案をお示しさせていただきま

した。こういった厳しい現実もお伝えしておき

たいと思います。 
 以上です。 
 
○古川教育長 栁澤委員。 
 
○栁澤委員 例えば先ほど言いましたように、

誰を対象に説明するんだということ、もちろん

全市民対象だろうと思うんですけれども、現実

関心がある人、ない人、賛成と言ってくれる人、

むやみやたらに反対する人、様々だと思います。

私たちは何度も資料を読ませていただいてい

るから、大体の方向は分かっているんですけれ

ども、以前も出ましたように泉南市に南海とＪ

Ｒの４駅がありますよね。駅をベースにという

話があったと思うんですけれども、そういった

学校再編することによって駅が発展したら、そ

れぞれの市民の利便性が上がると思います。い

いことばっかり言うのではないけれども、夢の

ある、発展していくこともまちづくりの一環に

して、それに必要だから学校も新しく時代に即

したものをつくっていきたいんだという行政

の熱意が伝わるような説明の仕方をしたらど

うかなと思います。 
 
○古川教育長 岡田教育部長。 
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○岡田教育部長 ありがとうございます。前回

の会議で申し上げたことですが、現在の市の総

合計画はあと数年で時期満了になりますけれ

ども、基本は市内４駅を中心にまちづくりをし

ていこうという計画です。今後は４駅だけでは

なくて、学校も拠点としたまちづくりが進むで

あろう。したがって、駅と駅周辺、あるいは駅

から若干距離があるかもしれませんが、その学

校を中心としてまちづくりが進む。来年度から

新たな 10 年間の総合計画策定が始まりますの

で、それに先駆けてこの学校の在り方を皆様お

示しいただけるようになりますと、その 10 年

先を見据えた総合計画に相当いろんなアイデ

アを盛り込むことができるというふうに考え

ております。 
 ついては、そういった観点で申し上げますと、

このＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ案それぞれプランで、それ

ぞれ夢のある将来のまち、地域づくり、地域コ

ミュニティづくり、あるいは泉南市の将来のま

ちづくりをしっかりイメージしていけるので

はないかなと思っています。そういう意味では

明るい話題を御提供できるかと思います。それ

が実を結べば我がまちにもまた人がたくさん

入ってきてくれると、そういうような方向をし

っかり打ち出せるような礎となるような再編

案にしたいと考えております。 
 以上です。 
 
○古川教育長 たくさん意見をいただきまし

たが、本日はこの程度にして、慎重審議のため

に本日は採決を行わず、継続審議とすることに

いたしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。 
 御異議なしと認めます。 
 よって議案については、継続審議とすること

に決定いたしました。 
 ここで、教育長発議により、秘密会を解きた

いと思います。 
 直ちに本件を採決いたします。 

 お諮りいたします。 
 秘密会を解くことに御異議ございませんか。 
 全員異議なしと認めます。 
 よって、秘密会を解くことに決定いたしまし

た。 
 
 それでは、傍聴の方及び「教育委員、教育委

員会事務局職員」以外の方に、再度入室してい

ただきます。 
 次に、日程第10、その他といたしまして、学

校給食アンケート結果について桐岡教育総務

課長から説明があります。 
 桐岡教育総務課長。 
 
○桐岡教育総務課長 それではその他（１）、

令和２年度学校給食アンケート結果について、

説明させていただきます。 
 調査の目的は、児童生徒の給食に関する嗜好

の傾向や残食の原因等を把握して、これからの

献立作成の参考とするため実施いたしました。 
 調査期間は、９月 10 日から９月 25 日まで、

調査対象は小学校については 10 校の４、５、

６年生の児童1,690人、中学校については４校

の１、２、３年生の生徒1,640人になっており

ます。 
 結果につきましては、２ページ以降、生活ア

ンケートと給食アンケートに分かれておりま

す。給食アンケートについては３ページ、令和

２年度小学校給食アンケート結果をごらんく

ださい。 
 （１）学校給食に満足していますかという項

目については、満足している、大体満足してい

るの割合がそれぞれ 54％と 31％、合計で 85％

になっておりまして、昨年度のアンケートと比

べまして１ポイント増加しております。満足し

ている理由につきましては、友達と一緒に食べ

られるというのが一番ポイントとなっており

まして、ここは新型コロナウイルスの影響から

11ポイント減っております。 
 ４ページ、好きな給食のパン・御飯・飲み物



- 22 - 

の一覧を載せております。続いて（５）好きな

給食のおかずについても１位から 10 位まで載

せております。 
 ５ページ、こちらが中学校給食のアンケート

結果になります。中学校は、満足している、大

体満足しているが51％になっておりまして、昨

年度アンケートと比べまして７ポイント増加

しております。ただし、やっと50％を超えた状

態でございますので、さらにここが増えていく

よう献立等の工夫をしていきたいと考えてお

ります。 
 給食のアンケート結果につきましては、以上

でございます。 
 
○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 それでは次に、ワールドマスターズゲームズ

2021 関西の開催延期の経緯と今後の開催方針

について及びなみはやグラウンドの管理運営

について石橋教育部参事、高山生涯学習課長か

ら説明があります。 
 石橋教育部参事。 
 
○石橋教育部参事 ワールドマスターズゲー

ムズ 2021 関西の開催延期について御説明させ

ていただきます。 
 当初 2021 年５月 14 日から５月 30 日まで開

催予定で、泉南市では2021 年５月 29日にオー

プンウオーター競技を開催予定で検討を重ね

てまいりました。しかし、新型コロナウイルス

感染拡大オリンピックの延期等で５月開催が

非常に難しくなりましたので、11月４日にＩＭ

ＧＡ国際マスターズ協会総会に延期の提案を

いたしました結果、ワールドマスターズゲーム

ズの１年延期が承認されました。日程について

は継続して調整を行うということが確認され

ました。 

 これにつきまして、2021 年から 22 年に開催

されることが決まりましたので、本案を泉南市

実行委員会ワールドマスターズゲームズ実行

委員会の総会を11月 22日に開催いたしまして、

今後の方針について委員の皆様の御意見を伺

う予定でございます。 

 以上でございます。 

 

○古川教育長 高山生涯学習課長。 

 
○高山生涯学習課長 その他の（３）なみはや

グラウンドの管理運営について説明させてい

ただきます。 
 サザンスタジアムの海側にあるなみはやグ

ラウンドですが、ここは大阪府の南部流域下水

が持っているグラウンドになります。今までは

委託料を受けて我々生涯学習課で管理運営を

しておりました。ことしの８月からロングパー

クで合宿事業をしておりますＲプロジェクト

が使用したいということで、管理運営してくれ

たら使ってもいいよという形で、管理運営して

いただいています。今まで金土日祝しか使って

いなかったのですが、Ｒプロジェクトが管理す

ることによって平日も使えるようになってお

ります。 
 私からは以上でございます。 
 
○古川教育長 ただいまの２つの案件、説明に

対し、御質問・御意見はございませんか。 
 それでは、次に青少年センター愛称及びマー

ク募集・選定の実施について山口教育部参事か

らお願いいたします。 
 山口教育部参事。 
 
○山口教育部参事 その他（４）泉南市立青少

年センター愛称及びマーク募集・選定の実施に

ついて、御説明申し上げます。 
 趣旨・目的等をごらんください。 
 この事業に関しまして、対象の児童は市内の

小中学生を対象に行いました。実施内容ですが、

G Suite で既に委員の皆様にお知らせさせてい

ただきましたが、「なないろ通信」第３号にお

きまして、愛称及びマークを募集いたしました。
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その後、応募のありました資料につきまして、

実施内容の（２）ですが、第２回青少年運営会

議（仮称）にて、応募のあったマークの中から

愛称３件、マーク５件を選定して、さらにそこ

から投票という形を取らせていただいていま

す。 
 別紙資料の①をごらんいただきましたら、27

件のマークと愛称が 24 件です。これが出て、

その資料②をごらんいただきたいんですけれ

ども、これが運営会議で選びました愛称３件と

マーク５件、これを候補として挙げ、ここから

さらに実施内容の（３）ですけれども、「なな

いろ通信」第６号でマークを投票してほしいと

いうことでお子さんたちに投票していただき

ました。投票期間が10月 31日まででしたので、

Ｅメール投票も行いまして121件の投票で結果

決まりました。資料②をごらんください。マー

クは④番のハート形のにこにことお子さんが

笑っているマークです。愛称は⑥番の「みんな

仲よし」に決定いたしました。 

 以上、御報告させていただきます。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 ないようですので、以上で本日の日程は全て

終了いたしました。 

 岡田教育部長。 
 
○岡田教育部長 失礼します。私の先ほどの G 

Suite の説明で誤りがありました。保護者同意

を取るのが 12 歳未満と申し上げましたけれど

も、未成年の方が使う場合全員ということでし

たので訂正させていただきます。失礼しました。 
 
○古川教育長 以上で、本日の日程は全て終了

いたしました。 
 これまでの報告、議案のほかに、御質問、御

意見等はございませんか。 
 ないようでしたら、次回、泉南市教育委員会

令和２年第 12 回定例会の日程について、お諮

りしたいと思います。 
 原則第２火曜日ということでありますが、日

程について、桐岡教育総務課長から提案をお願

いします。 
 

（日程調整） 
 
○古川教育長 それでは、次回の教育委員会定

例会の開催日時は、令和２年 12 月 14 日 15 時

といたします。 

 以上をもちまして、泉南市教育委員会令和２

年第11回定例会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

署 名 （           ） 

    （           ） 


